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基盤技術開発プロジェクト 令和 6年度終了課題の事後評価結果 
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評価 
従来整形外科医のスキルに拠っていた貫通検出を 1/10 の時間で達成できており、再現性も高く非常に良い成果を出してい

る。事業化に向けた検討が進んでいる点も高く評価する。 

 


